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研究背景 
心理社会的ストレスは他者との関係がもたらす精

神的ストレスの一つであり、社会的パフォーマンス

の低下や精神疾患発症の危険性を持つ。したがって

心理社会的ストレスの緩和は精神疾患を予防し、ヒ

トのより良い精神状態の維持につながると考えられ

る。我々は、げっ歯類における心理社会的ストレス

の模倣モデルである社会敗北性ストレスモデル 

(Social defeat stress: SDS) を用いてマウスをスト

レスに曝露させ、その影響を評価することで、スト

レス緩和機構の解明に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容 

[１] 高脂肪食給餌によるストレス改善効果の検討 

ストレス負荷すると嗜好性が変化することが既 

報の論文により明らかにされている。動物実験にお

けるうつ様症状の一つにスクロース選択性の低下が

あるが、それとは対照的に、ストレス負荷したマウ

スにおいてエネルギー密度の高い食品(快食)の摂食

が増えることも報告されている。これらの嗜好性の

変化は急性のストレス応答に関係している可能性が

考えられる。しかしながら快食の過剰摂餌は肥満な

どの代謝障害を引き起こす危険性がある。そこで

我々は快食がストレス緩和に与える効果について検

討するために、SDS 曝露下のマウスに高脂肪食を与

え、その行動を評価した。 

 SDS 曝露させたマウスに高脂肪食を給餌すると、

SDS 誘発性の社会回避行動が抑制された。この効果

は SDS 後 2 時間のみの高脂肪食の摂餌で、高脂肪食

自由摂餌と同等であった。しかしながら、与える高

脂肪食を 2 時間摂餌群が消費した量の半分にすると

社会回避行動の抑制効果は消失した。高脂肪食の自

由摂餌群、2 時間摂餌群において、肝臓でのコレステ

ロール代謝関連遺伝子の発現、及び血中コレステロ

ール値が変化していたことから、ストレス曝露下で

の高脂肪食給餌による社会回避行動の抑制効果には、

コレステロール代謝が関与している可能性が示唆さ

れた。 

[２]魚油給餌によるストレス改善効果の検討 

高脂肪食によるストレス改善効果を報告したが、

高脂肪食の過度な摂餌は肥満の危険性がある。そこ

で、健康に有用であるとされる魚油を用いてストレ

ス改善効果の検討を行った。 

魚油の適度な摂取は SDS 誘発性の社会回避行動を

抑制した。改善の見られた群の脳内モノアミンを計

測したところ、海馬におけるセロトニン代謝状態が

変化していることが明らかとなった。 
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Fig1.SDS実験手法 

実験動物を攻撃性の高い動物と接触させて敗北感を与える。 

上記を 1セットとし 10日程度繰り返し曝露させる 
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